
 

 

【分化という現象構造の可視化】この作品は、先に挙げた対立によって関係が悪化していく構造を描いた作品と

対になる位置づけにあり、 

「分派＝対立や分断」という一般的な理解を前提とせず、 

分化が関係性を保ったまま進行する構造の一例を示したものです。 

 

    A と B は同じ志と修行を基盤に歩み始めますが、サンガの中で人脈や関心の広がりとともに、それぞれの独

自性が自然に育まれていきます。ここで重要なのは、違いが生じてもなお、関係性や情報の往来が保たれてい

る点にあります。 

 

やがて両者はそれぞれの領域を持つようになりますが、それは優劣や対立による分離ではなく、役割の違いと

して並立している姿として描かれています。 

朝日と夕日が、ともに同じ太陽に由来しながらも、時間・位置・条件の違いという縁起の中での現象であるよ

うに、本作における分化もまた、本質を共有したまま条件によって現れる現象として捉えられています。 

 

    この視点は、新たな解釈を加えるものではなく、《《全仏教共通基盤としての教えに立ち返るための一つの指

し示し（ポインタ）》》です。 

その意味において、歴史上の上座部と大乗の分化についても、固定的な断絶としてではなく、諸条件のもとに

現れた現象として捉える視座が見えてきます。 

 

さらに本作では、分派を意図的な分断ではなく、生命の細胞分裂のような自然な展開として捉えています。分か

れることによって本質と独自性が拡張され、関係性が維持されている限り、それは全体の発展へとつながって

いきます。 



 

    このように本作品は、分派の是非を問うものではなく、 

分かれながらもつながり続けるための構造とは何かを可視化した試みであり、 

この構造は理想論として提示されたものではなく、企業や学術分野などにおいても見られるように、共通基盤

の共有・関係性の維持・非優劣の前提といった条件が整うことで、実際に成立し得るものでもあります。 

 

宗教においてこれが難しくなるのは、正しさの絶対化や中心の固定化、境界の硬化といった条件が加わりやす

いためであり、本作はそうした条件を外したときに現れる一つの在り方を示しています。 

 

        これは宗教に限らず、組織や社会、あらゆる共同体において起こりうる一つの在り方として捉えることがで

きます。 
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